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事業完了後５年経過

計画概要
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１．事業の目的と概要（１）

○事業目的

・花渕山バイパスは、国道108号における隘路の解消や災
害時の迂回路の確保等を目的としたバイパス事業であ
る。

起終点 ：自）宮城県大崎市鳴子温泉古戸前

至）宮城県大崎市鳴子温泉鬼首柏木原

延長 ：６.４ｋｍ
幅員 ：９.５ｍ
道路規格 ：第３種第２級
設計速度 ：６０ｋｍ／ｈ
都市計画決定：―
事業化 ：平成２０年度（直轄権限代行による事業化）
用地着手 ：平成元年度（県により平成12年度までに用地買収完）
工事着手 ：平成３年度
全線開通年度：平成２７年度

な る こ お ん せ ん ふ る と ま え

な る こ お ん せ ん お に こ う べ か し わ ぎ は ら
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道路種別
： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 地域高規格道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

その他凡例

： 市役所
： 役場
： H27センサス交通量
： 主要渋滞箇所

その他道路凡例

□□□□

： 開通済
： 事業中
： 未事業化

凡例

車線数

： 4車線
： 2車線
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１．事業の目的と概要（２）整備状況

地点①（R2.11撮影）

至 大崎市

至 由利本荘市
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： 地域高規格道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

その他凡例

： 市役所
： 役場
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平面図
空撮（起点→終点方向）（H27.7撮影）
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起点 大崎市鳴子温泉古戸前 至 大崎市

至 新庄市
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出典：河北新報（H27.11.16）

１．事業の目的と概要（３）開通記事

出典：河北新報（H27.10.9）
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２．前回再評価時からの周辺環境の変化

• 令和元年６月にみやぎ県北高速幹線道のⅣ期築館工区（1.7km）が開通
• 令和２年３月に国道108号古川東バイパスの一部区間（1.2km）が部分開通

涌谷町

長者原スマートIC

大石田町

【古川東バイパス】
延長1.2km
（R2.3開通）※部分開通
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凡 例
： 開通済
： 事業中
： 未事業化
： 前回評価時の

ネットワークに
含まれる路線

： 今回評価の
ネットワークに
追加される路線

その他道路凡例

道
路
種
別

： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 地域高規格道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

： ４車線
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３．交通状況の変化－交通量

• 令和２年花渕山バイパスの利用交通量は、約3,100台/日。
• バイパス開通後、当該区間を走行する交通の約８割が花渕山バイパスを利用、バイパス分担率も年々高まっている。
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【国道108号・花渕山バイパスの交通量】

資料：【H2～H22】全国道路・街路交通情勢調査
【H27～R2】交通実態調査結果 H27：H27.11.19(水)、H28：H28.10.19(水)、R2 ：R2.9.17 (木)

※H27は12h調査のためH28調査結果の昼夜率を乗じて日交通量を算出

道路種別
： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 地域高規格道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

その他凡例

： 市役所
： 役場
： H27センサス交通量
： 主要渋滞箇所

その他道路凡例
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約8割が
バイパスを利用
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４．事業効果の発現状況（１） 信頼性の高いネットワークの確保

• 国道108号現道は地すべり危険箇所を通過し、過去には大規模な土砂災害が発生。
（H15に法面崩落により２日間、H19に地すべり災害により47日間の通行止め）

• 花渕山バイパスの開通により、災害危険箇所を回避した信頼性の高いネットワークを形成。

資料：全国道路・街路交通情勢調査 昼間12時間平均旅行速度
（整備前：H22、整備後：H27）
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災害危険箇所を回避した
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【迂回ルートと花渕山バイパスの所要時間】
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【国道108号現道における通行止めの発生状況】

：通行止め発生箇所（～H30）

H25.2.2 雪崩
（全面通行止）

H24.10.1 土砂堆積
（全面通行止）
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４．事業効果の発現状況（２） 走行安全性の向上

【現道の道路構造不良箇所および死亡事故発生状況】
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死亡事故発生箇所

凡例
事故

R=50m

R=40ｍ

R=30ｍ

急カーブ箇所108

鳴子温泉

47
鳴子御殿湯

資料：ITARDAデータ（H17～H26）※国道108号現道区間の死亡事故のみプロット

【開通前後の事故件数推移】
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資料：ITARDAデータ（H17-H30）

【国道108号現道の走行状況】

• 国道108号現道には、急カーブ(R＜60m)や急勾配区間(i＞5.0％)が点在し、走行環境が劣悪。過去には死亡事故も発生。
• 特に、冬期においては、アイスバーンやスタックによる走行不能の危険もあるなど、通行支障箇所に。
• 花渕山バイパスの整備により、急カーブや急勾配が解消した安全性の高いネットワークを構築し。事故件数も減少。

国道108号利用企業の声

現道区間は道路幅が狭く、大型車のす
れ違いも難しかった。また、冬期は少し
でも降雪があるとチェーンが必要であり、
アイスバーンの危険もあった。

（R2.1ヒアリング結果）

花渕山バイパス開通後は
事故未発生

i＝5.0％
L=1,430m
※バイパス部最急

国道108号利用企業の声

現道は歩行者がいる区間を通過する必
要があり、路肩も狭かったが、バイパス
区間は事故の危険性が減り、ドライバー
の負担も軽減している。

（H28.10ヒアリング結果）

20件
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花渕山
バイパス
L=6.4km

現道の左右加速度±0.25G以上発生箇所
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４．事業効果の発現状況（３）救急搬送時の走行安定性の向上

鳴子消防署の声

国道108号現道はカーブの横揺れ等により患者の負担が大きかったが、花
渕山バイパスは揺れが少なく患者の負担が減っている。

（H28.10ヒアリング結果）

資料：ETC2.0データ（R1.9）
※左右加速度±0.25G以上を対象
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【大崎地域の医療機関立地状況】
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【現道の急カーブ発生状況】

花渕山
バイパス
L=6.4km

：三次救急医療機関

：二次救急医療機関

※大崎地域の医療機関のみ図化

年間50件程度の
救急搬送が発生

鬼首地区

古川地区

約3割低下

• 大崎地域の三次救急医療機関は大崎市民病院であり、その他の二次救急医療機関も古川地区に集中。
• 鬼首地区から鳴子方面への救急搬送は、年間50件程度発生。
• 現道区間の急カーブを回避することで走行時の揺れが緩和され、搬送時の安定性向上、患者の負担軽減に寄与。

は な ぶ ち や ま

おにこうべ

257箇所/月
発生

▼横揺れ挙動発生箇所 ▼横揺れ挙動発生頻度
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５．事業計画の変更内容

9

当初計画 変更計画 変動

残土
受入れ地の
再調整

10億円 4億円 -6億円

■残土受入れ地の再調整（コスト縮減額：6億円）
○当初計画 ：10億円

当初は、国道４号築館バイパス（運搬距離約40km）まで運搬する
計画。

○計画見直し ：４億円

周辺自治体に照会をかけた結果、近傍（運搬距離～10km）に残土
受入れ地を確保し、運搬費用を低減。

至：酒田

至：湯沢

至：仙台

至：青森

当初受入れ地 運搬距離 L=～40km
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398

108

大崎市 栗原市

花渕山
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L=6.4km

は な ぶ ち や ま

自治体照会後受入れ地
運搬距離 L=～10km
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別添一覧表参照

評価対象区間については、工事の実施及び完成後も環境への影響は確認されていない。

○周辺道路の整備状況
・みやぎ県北高速幹線道路

令和元年６月 Ⅳ期築館工区（1.7km）開通
・国道108号

令和２年３月 古川東バイパス一部区間（1.2km）開通

事業の目的に対する効果を概ね発現しており、現時点では今後の事後評価及び改善措置の必要性はない。

当該事業の整備目的について効果発現を確認できており、事業評価手法の見直しの必要性はない。

６.費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

７．事業実施による環境の変化

８．社会経済情勢の変化

９.今後の事後評価及び改善措置の必要性

１０．同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性


